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　括弧内の文字は鼻音を添化することにより消失することを意味する語根の先頭文宇である。
　次1こawalan　ber～，　per～及びter～の変化であるが，これらのawalanはkonsonan
rで始まるkatadasarに対して添加する場合は，　me～における場合の如く鼻音をとらないで，
be～，　pe～，　te～に変化する。これはawalanの原形を用いると，　rが重複するからである。
このほかある特定のkatadasarに添加する場合も，これらのawalanはbe～（be1～），　pe～
（pel～），te（tel～）に変るが，これは接辞のもつ修辞的作用を可能ならしめるために生れた変
化であると思われる。
　一方，機能の面から接辞のうち，問題となるものについて考察を進めてみよう。Indonesia語
のawalanの間で，複雑な問題を多く孕んでいるものはme～とber～である。　me～は
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他動詞を表わすと共に自動詞をも表わすが，ber～は動作及び状態を表わす自動詞である。こ
のようにber～は，　me～が自動詞を表わす場合と機能が同じであるため，例へばberburu
とmemburuの如きは，往々にして混同して用いられるが，このようなber～とme～は，
機能の上では同じであっても性絡の上では異る。すなわち，ber～には状態的な要素が強く，
me～には動作的な要素が大きい分野を占めている。従ってこの差異は当然意味の上にも表わ
れるように工夫されねばならない。また運用の面においてはber～はある若干の特定の自動
詞に対しては，それが本来の意昧において用いられる限り附加されない。一方，me～において
は主格を強めるためにこれを用い，動詞の意味する動作自体を強めるためには附加しない，など
慣用性が頗る強い。この動詞を表わすawalan　ber～とme～は，またそれぞれper～と
pe～に変形して，名詞を構成するawalanになる。このper～とpe～は，それぞれachir－
an～anをとって，更にper～anとpe～anの形の名詞構成接辞をつくるが，　per～，
per～anはいずれもber～と同系であるから，　ber～を添加し得るkatadasarに添加し
て名詞を構成し，pe～，　pe～anはいずれもme～と同系であるから，me～を添加し得る
katadasarに添加して名詞を構成する。従って，　ber～を添加し得るkatadasarに，　ber～
から転化した名詞構成接辞per～またはper～anを添加して構成された名詞は，自動的性格
をもっているに反し，me～を添加し得るkatadasarに，　me～から転化した名詞構成接辞
pe～またはpe～anを添加してつくられた名詞は他動的性格をもっている。ここで注意し
なければならないことは，若干の語にあっては，例えばtolong－meno正ong　・－penolong－
pertolonganの如くawalan　me～を接頭し得るkatadasarであるにも拘らず，名詞構成接
辞を添加する場合は，pe～anを用いないでper～anを添加するものがある。これは慣用
約な例外であって，一定の規則によるものではない。このber～系とme～系の名詞構成接
辞のほかに，ke～，　ke～anを以て名詞を構成することが出来る。　ke～はSjeriwidjaja時
代に於ては，受動態を表わす動詞をつくるために用いられていたことが，刻文などで明かにされ
ているが，現代ではke～は名詞を構成するために用いられ，受動態を表わす動詞をつくるため
にはke～anの形を用いる。しかし，このke～anによる受動態は，特定の語を語根とする
場合においてのみ可能となり，一般的な意味においては用いられない。より普遍的な意味で受動
態を表わす動詞を構成するawalanにdi～がある。この種のdi～の由来については，説が
種々分れていて定まったものがない。Ch．　A．　van　Ophuysenは，　diは三人称代名詞diaより
転化したものであると考え，C．　Spatは，　di～は前置詞のdi～と同じであると述べている。
またR．Haaksmaは，その著書Inleiding　tot　de　studie　der　vervorgde　vormen　in　de
Indonesische　talen．においてdi～はdiriと同じであると主張しているなど，その考え方は
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それぞれ異っているが，Indonesia語派に入れられる諮語の人称代名詞をみると，大部分の語は
その第一音節にIKi1または1i／よりなるタイプの音節をとる。尤も語の構造タイプは各言語
により種々異っているが，その大部分の言語に共遜してvokal　iをもっているということは，恐
らくIndonesia語のdi～はdiaより由来することを裏書きするものであろう。このdi～
を添加して構成せられた動詞については，一般に受動態を構成するものと考えられているが，元
※言語にはそれぞれ周有の表現法があるのであるから，印欧語族に属する諸語にみられるが如き
表現法を，直ちに動dOnesia語に当て嵌めて港えることは頗る危険であ1），　Indonesia語は
Inclonesia語としての独白の基盤の．ヒに立った乏ξえ方がなければならない。～殻に受動態に対す
る共逆の概念として言えることは，日的語を重．視した表現法であるということであるが，この基
本概念の上に立って筆者は，Indonesね譜のdi～を接頭して稽成せられた動詞のdi～は三
人称代名詞diaから由来したものであること，及びIndonesia謡において語意を強める場合は，
その強めようとする語を，そうでない語の前に置くという原則を宅慮に入れて，能動態における
目的語が，di～を添加して構成せられた動詞の前に来たときを受動態とし，後に来た場合を弱
性主格を表わす能動態であると湾え，di～を附加して構成せられた受動態を，他の接辞を以て
構成せられた受動態と区別して，特に相対受動態と呼んでいる。この筆者の説については，既に
「lndonesia語文法と会話」においてその概要を脳かにしだが，いずれ稿を更めてその理論的綬
拠を詳述したく思っている。この相対受動態に対する他の形の受動態としてawalan　ter～を
添加して構成せられた動詞がある。これは動作が完了した或る状態にあることを表わすので，時
相の上に於て制約をうけるが，能動者の点に於てはdi～を添加して構成された動詞による場合
の如く制限されていないところに，爾者の根本的相違が見られる。
　achiranのうちで特に閥題となるものには，～kanと～iがある。これらのachiranを
添加して構成せられた動詞は，いずれも日的語を必要とするが，～kanは前置詞akanより白
来するachiranであるから，「もの」を表わす日的語を必要とし，～iは前置詞di～より廊
来するachiranで，「場所jを表わす目的語をとる。通常「もの」を示す目的語と「場所」を表
わすig的語は一見して明かであるが，この「もの」と「場所」の相違は，その各々に対する見方
や考へ方により混同される場合がある。例えば，Aku　menamakan　anakku　Sutomo．とAku
rnenamai　anakku　Sutomo．は共に誤りでなく，前者はanakkuを「もの」も表わす園的語と
看倣し，後者はanakkuを「場所」を示す目的語とみたもので，両者の表現法の差異は目的語
に対する考え方の相違より生じたものである。
　接辞のうちには，また語意の強化，弱化乃至は修辞を主たる機能とするものも砂くない。弱性
の意味をもつ接辞として考えられるものに，人称接辞ku～，　kau～，　di～，～ku，～mu，
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～ njaがある。このうちku～，　kau～，　di～はawalanとして用いられ，～ku，～mu，
～njaはachiranとして運用されるが，いずれも原形より意味が弱い。これらの弱性人称接辞
は，接辞纏体のもつ意味が弱いということであって，その弱性が接辞を添加するkatadasarにま
で及ぼない。これに反し～正ah，～kah，～tah，～punなどの如きachiranは，これを添
加するkatadasarの意味を弱める働きがあるので，同じく弱性，強性といっても，その機能に桐
違が見出される。
　元来，接辞は意味及び品詞の転換，語意の強化乃至は弱化に，その活用意義が存在するのであ
るが，しかし接辞に多少なりとも，そこに修辞的な意義が含まれている。この修辞的な意義を最
も多くもつものに挿入辞がある。katadasarに挿入されるsisipanは，　akarkata／KVK／に
挿入されたものと同じ〔em〕，〔el〕，及びこの〔ern〕と（el〕，〔er〕の複合形である〔emel〕と
〔emer〕よりなる。　katadasarにはakarkataに挿入したsisipan〔a1〕と〔ar〕は用いない。
しかしakarkataに挿入したsisipanの複合形のsisipanが新たに加えられている。このよう
な変化は，akarkataに挿入されるsisipanはakarkataに「節化」を齎らすことが，その主
たる機能であるのに対し，katadasarに挿入されるsisipanはkatadasarの節化ではなく，
「修辞」がその機能の中心になっていることを示すぼかりでなく，Inclonesia語自体が，どのよ
うな段階を経て発達して来たかを物語るものである。
　重複と合成による造語効果
　Indonesia語は接辞をkatadasarに添加するだけでは，運用の妙を発揮することが出来ない
ばかりでなく，語彙もkatadasarのみを以てしては，到底完全な意思の疎通をはかるには充分
でない。そこで，これらの欠陥を補うためにkatadasarの重複乃至は合成の方法がとられるの
であるが，katadasarの重複により構成された語をkataulangと言い，合成により出来た語を
katamadjemukと言う。重複語のタKプは，その構成よりみて①1ζatadasarを重複せるもの，
②接辞を添加せるkatadasarを重複せるもの，③音韻の若干異るkatadasarを重複せるも
の，などに分たれる。これらのタイプに入れられる重複語は若干の例外を除き，それぞれkata－
dasarの意味に応じ，多数，類似，継続，少量などの概念をもつものであるが，　katadasarの重
複による構語機能の中心をなすものは，akarkataの童複においてみられたような「節化」では
なく，「強勢」である。上述の多数，類似，継続，少量など，k’atadasarの重複により生れた概念
も，「強勢」を基底として生れたものであると考えられる。
　語意の強勢は，上述の如きkatadasarの歪複によらないで，合成によって表わすことも，また
可能である。語の合成により語意の強勢をはかるには，同一の意味をもつkatadasarを結合さ
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すのであるが，このようにして出来た合成語は，その性格からすれば寧ろ孟複語の範購に入れて
然るべきであろう。合成語の意図する主な目的は二つのkatadasarの結合により，一つの纏ま
った意味をもつ語をつくり出すことにある。この場合，既に述べた如く同種の意味をもった
katadasarの合成は，形の上では合成であっても意味の上では変化がないから，意義上に合一
的変化を斎らすためには，相互に異った意味をもつkatadasarによる合成をはからねばならな
い。合成語の藩成に当っては、現在一般にHiDdu人文法学者Panlni（西歴紀元前400年）にょ
る構語形式dwandwa（繋合合成），　tatpurusja（限定合成）及びbahuwrihi（所有合成）の三
種が容認されているが，Indonesia譜は語の配置においてのみならず，語の構成においても，そ
の修飾用法は原貝ij的にD－Mの法則を基底としている言語であるから，合成語の構成法も，この
法則を考慮に入れて分類した方がIndor　es　ia語の本質に合致するように思われる。これを具体
的にいえば，合成語をすべてD－Mの法則こ従うものと従わないものに分類するのである。
D－Mの法則によらないものは，一定の枠内，すなわちPaniniの言うDwandwaに入れられ
る合成語であって，この種の合成語は双方のkatadasarの間にdanを入れても，その相図閤
係が成立するから，たとえD－Mの法則によらないものであっても，それが合成語なりや，否
やは容易こ判断することが出来るのである。たy合成語において，最も厄介な間題は「一つの謬
まった意味」についての規定がないので，合成語の構成分子としての修飾語と普通の単なる修飾
語の間における機能の判断に迷う場合も砂くない。
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　以上述べたところを総括すると，Indonesia語の語奨は単音節のakarkataを基底とする構
語分子をもって構成されたkatadasarを中心として，文法的な運用をはかる言語であることが
解る。しかも接辞及び挿入辞の運用，重複，または合成などを以てするkatadasarの文法的な
展開，言い換えればkatad∫adianの構成は，その基底となるkatadasarが構語分子の中核体
をなすakarkataに接辞音節また1ま挿入辞をとるか，或はakarkataの合成乃至は重緩などの
方法により構成されたのと同様の方法をもってなされている。この事実は，Indonesia語が単音
節語から発達してきたことを示すものとして注目に値するものである。尤もkatadasarの構成
に用いられた方式や接辞音節の機能は，katadasarよりkatadjadianを構成するために用いる
方法や接辞の機能と全く同一であるとは言い難く，若干の差異が見出されることは言うまでもな
い。しかし，それは一つの母胎からの成長段階における発達の差異を示す以外の何ものでもない。
katadaSarの構成に用いた接辞音節及び挿入辞は，　akarkataの　1　”’ff’ft：節化と品詞設定がその主な
機能で，1〈atadasarの文法的な遼用に用いられる接辞の檬能とは趣を異にする。殊にakarkata
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　194
が接辞音節または挿入辞をとる場合は，katadasarは二音節を超えてはならないということが，
不文律の鉄則として働いていたように考えられる。これは，現在みられるlndonesia語のkata－
dasarは，その大部分のものが二音節語よりなっているから，そのように言えるというのでは
なくて，katadasarの構成にお1ナるakarkataと接辞音節の結合形式には，　katadjadianの構
成形式にみられるが如きawalan十katadasar十achiran，　awalan＋awalan＋katadasar＋
achiran，　awalan＋awalan十awalan＋katadasar＋achiranの形式や，或はまたkatacla－
sarに〔VKVK〕よりなるタイプの挿入辞を入れるなど，音節数を無視した形式は存在せず，接
頭辞当：節十aぬrkata，　akarkata十接尾辞音節，　akarkata十akarkata，或はakarkataに〔V〕
または（VK〕よりなるタイプの挿入辞を入れる形式など，常に二音節を超えないような構造形
式をとっていることよりして，帰納的にそのように考えることが出来るのである。尤もkatada－
sarのうちには，三音節またはそれ以上の音節に及ぶものもあるが，それらは外来語か，さもな
ければ出所不明に属する語であって，一応例外として考えるべきである。一方，katadasarの
文法的展開に用いられる接辞は，意味及び品詞の転換並に修辞的作用がその機能の主体をなして
おり，katadasarが接辞まf：　t・tiSil入辞をとって構成されたkatadjadianは，　akarkataが接辞
音節または挿入辞をとって構成されたkatadasarと異り，音節数には拘束されないから，前述
の如き多角的な構造形式が生れたぼかりでなく，katadasarを基底とした重複語または合成語
にも接辞が添加されるなど，接辞はより完全かつ自由に思想を表現することを可能ならしめるた
めに，今後更に複雑化することが予想される。
　akarkata中心主義からkatadasar中心主義へのこのような移行は，確かに言語活動におけ
る剥期的な変化であり，発達であったに相違ないが，これは言語構造の上における単なる発達乃
至は変化を示すものではなく，Indonesia語がkatadasarを基底として，運用される以前の
太古においては，akarkataを申心として意思の疎通を行ひ，思想を表現していたことを意味す
るものと推測することが出来る。このakarkataの構造については，既に述べたところにより
明かであるが，その二穫の類型／KVK／と／KV／のうちで，／KV／は大抵は／KVK／の最後
のkonsonanが消滅したもので，　lndonesia語はその音節‡薄造の性格よりみて，／KVKノの構
造タイプのakarkataが根底をなしているのである。ところが，一方Austroasia語族に入れ
られるMon－Khmer語，　Munda語，　Nik：obar語その他の各言語の構造をみると，やはり
／KVK／のタイプの音節梼造をもった単音節語を語根として，これに接頭辞，接尾辞，挿入辞
などよりなる接辞をとって，その語根である単音節語の文法的な運用をはかっている。尤も接辞
の種類や運用法は，Indonesia系各諸語の聞における場合の如く各々異っているが，このような
Austroasia系諸語の語彙の構造は，明かにIndonesia語のakarkataを基底としたkatadasar
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の構造と，軌を一にしたものであることは多言を要しない。かくて，Austronesia系諸語は，
語の構造においてAustroasia系諸語と本質的に一致することsなるが，両者はたS単に語の構
造のみならず，音韻，語法及び語彙の上においても一一致する場合が多い。P．　W．　Schmidtは，
このような言語学的根拠より，Austr皿esia諸語とAus亡roasia諸語を結合して一体化した大
語族の成立を認め，これをAustrio語族と呼んでいる。このSchmidtの学説については異論
をとなえる者も多いが，Austronesia系諸語とAustroasia系諸語の間に，本源的な親族麗係
が存在することは否定出来ない。
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